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報広
いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

いってらっしゃい  今日も元気に、安全に
地域で見守る  子どもたちの通学路
９月21日から30日まで、秋の交通安全県民運動が行われました。初日には道

の駅歓遊舎ひこさんで交通安全キャンペーンが行われ、ながらスマホや飲酒運転
の防止を呼びかけました。また、期間中は添田小・中学校付近の交差点で、子ど
もたちの見守り活動も行われました。
　９月からは道路交通法の改正により、生活道路の速度制限が時速30キロに変わりました。
運動期間が終わっても、思いやりのある安全運転を心がけましょう。（詳細は8ページ）
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久保田町長が掲げる

８
月
22
日
か
ら
始
ま
っ
た
久
保
田
町
政
。
数
あ
る
課
題
と
向
き
合
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
て
」

を
加
え
な
が
ら
、
す
き
な
添
田
を
す
て
き
な
添
田
へ
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
た
め
、
９
月
議
会

で
発
表
し
た
所
信
表
明
の
概
要
と
、
選
挙
で
公
約
に
掲
げ
た
６
つ
の
重
点
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。昭和50年３月12日生。九州大学卒。平成18年か

ら令和 4年まで添田町議会議員を４期16年間務
め、議会広報常任委員会委員長などを歴任。８
月22日から第33代添田町長に就任。好きな言葉
は「がんばらないけどあきらめない」、「為せば
成る、為さねば成らぬ、何事も、成らぬは人の
為さぬなりけり」

久保田　実生

　

７
月
12
日
に
行
わ
れ
た
添
田
町
長

選
挙
に
お
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
負
託
を
受
け
、
８
月
22
日
に
第
33

代
添
田
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

任
期
の
４
年
間
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
町
の
た
め
に
、
全
力
で
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
長
に
は
、
３
つ
の
役
割
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
住
民
の
代
表
と
し
て
の
町
長

▼
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
町
長

▼
歴
史
を
つ
な
ぐ
者
と
し
て
の
町
長

　

こ
の
３
つ
の
役
割
を
胸
に
刻
み
、

町
政
を
担
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

添
田
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少

や
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
財
政
的

な
制
約
、
公
共
交
通
の
減
少
な
ど
、

こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
暮
ら
し

や
仕
組
み
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
変
化
を
恐
れ
る
の
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た

も
の
は
守
り
な
が
ら
、
時
代
に
合
わ

せ
て
変
え
る
べ
き
も
の
は
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
住
民
の
皆
さ

ん
と
の
対
話
を
重
ね
、
一
緒
に
考
え

な
が
ら
、
未
来
の
添
田
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。　

　

添
田
町
は
現
在
、
第
６
次
総
合
計

画
に
基
づ
き
、
２
０
３
０
年
に
向
け

て
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
住
み
続
け

ら
れ
る
・
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
合
言
葉
が

「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

で
は
「
み
ん
な
」
と
は
誰
な
の
で

し
ょ
う
か
。
私
が
こ
の
言
葉
を
使
う

と
き
は
目
の
前
に
い
る
あ
な
た
と
私

を
意
識
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
あ
な
た
と
一
緒
に
よ
り
よ
い
町

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

声
を
聴
き
、「
こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て

み
た
い
」
と
い
う
コ
ト
バ
を
カ
タ
チ

に
で
き
る
よ
う
行
政
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

　

４
年
後
に
は
、「
私
た
ち
は
こ
ん
な

町
に
し
た
い
」「
こ
ん
な
こ
と
に
挑
戦

し
た
い
」
と
い
う
声
が
今
よ
り
も
多

く
聞
こ
え
る
、
そ
ん
な
添
田
町
に
し

ま
す
。
そ
ん
な
あ
な
た
と
私
が
増
え

て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
私
の
考
え
る

「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
事
業
を
基
本
的
に
継
続
し
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
３
つ
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
対
応
を
加
え
て

取
り
組
み
ま
す
。

▼
安
心
し
て
使
え
る
水
道
事
業
へ

　

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
定
に
よ
り
、

今
後
の
厳
し
い
見
通
し
が
示
さ
れ
ま

123456
農林業、商工業、観光を町の仕事につ
なげ、地域経済循環を高めます

住み続けられる添田
子ども、若者、高齢者が安心し
て暮らし続けられる添田へ

町内で仕事とお金が回る添田地域で支え合える添田
人口減少を前提とした支え合い
のしくみづくりを進めます

買い物、通院、見守り、福祉を地域の
生活基盤として支えます

将来に責任を持つ添田
必要なサービスを続けるために
事業の優先度を明確にします

高齢になっても安心して暮らせる添田約束を守り確認できる添田
公約や、いただいた意見を見え
る化します

第33代添田町長

す
き
な
添
田
に「
て
」を
く
わ
え

す
て
き
な
添
田
へ

６つの
重点施策

▷農業の新しいビジョンを
農家の皆さんと一緒につく

り、稼げる農業を目指します
▷森林を守りながら、森林
が持つ価値を新たな収入源
につなげます　▷地元事業
者を守る、事業継承支援な
どのしくみづくりを進め、
小さなチャレンジ（起業）
を応援します

▷先進事例を参考に
” こどもまんなか”

の学校づくりを進めます
▷空き家・空き地の利
用率アップを目指し、
住み慣れた添田での安
心した暮らしや、将来
の住まいの整理を考え
る「終活セミナー」を定
期的に開催します

▷行政区ごとに対話
の場を設け、皆さん

の声を聴き、まちづく
りを進めます　▷地
域活動や防災、福祉
の担い手づくりを支
援します　▷ふるさ
と納税の使途を増
やし、団体・地域活
動を支援します

▷田川方面のバスは近隣自
治体との連携を強化し、地

域による交通支援のしくみ
を考えます　▷クアハウス
を維持し、利用者の皆さ
んも運営を支援できるし
くみづくりをすすめます
▷見守り対象者の把握
と関係者間の情報共有
の強化につとめます

▷公共施設ごとのカ
ルテを作成し、施設

のあり方を検討します
▷財政を健全に保つ
ルールをつくります
▷予算をつくる過程
を見える化（公開）
します　▷町のお
財布事情をわかり
やすくお伝えします

▷私の約束を、町の
計画に落とし込みま

す　▷毎年、各施策
の成果や実施状況を
公表し、実施を断念
したものは、その
理由を明確に説明
します

施策１施策２施策３施策４施策５施策６

し
た
。
専
門
家
の
助
言
を
受
け
な
が

ら
、
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
利
用

で
き
る
水
道
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

▼
健
康・子
育
て
福
祉
ゾ
ー
ン
の
検
討

　

子
育
て
や
福
祉
を
支
え
る
拠
点
づ

く
り
は
、
福
岡
県
が
行
う
土
砂
災
害

警
戒
区
域
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

場
所
の
選
定
を
進
め
ま
す
。
必
要
な

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継

続
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

▼
公
共
施
設
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

　

人
口
減
少
を
前
提
に
、
必
要
な
機

能
を
ど
の
よ
う
に
残
し
て
い
く
の
か
。

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
将

来
に
つ
な
が
る
計
画
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　

今
年
度
の
花
火
大
会
は
開
催
を
見

送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
見
送
り
の

理
由
は
、
財
政
面
と
開
催
体
制
の
課

題
で
す
。
こ
れ
ま
で
活
用
し
て
い
た

財
源
が
使
え
な
く
な
り
、
費
用
を
町

の
だ
け
で
負
担
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
協
賛
な
ど
を
含
め
た
新
た

な
運
営
体
制
づ
く
り
も
整
わ
な
い
ま

ま
、
開
催
時
期
が
過
ぎ
ま
し
た
。
来

年
度
は
「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
る
花
火
大
会
を

目
指
し
ま
す
。

　

町
長
と
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
役
割

や
立
場
は
異
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
目
指
す
も
の
は
「
よ
り

よ
い
添
田
町
を
つ
く
る
こ
と
」
で
す
。

議
会
に
は
、
町
の
未
来
に
つ
い
て
十

分
に
議
論
い
た
だ
き
、
良
い
も
の
は

良
い
、
課
題
が
あ
る
も
の
は
課
題
と

し
て
、
率
直
な
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
も
、
議
会
や
町
民
の
皆
さ

ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
対
話
を
重
ね

な
が
ら
、
未
来
の
添
田
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
長
と
し
て

３
つ
の
役
割
を
胸
に

「
あ
な
た
」
と
「
私
」
で
つ
く
る

４
年
後
の
添
田
町

未
来
を
見
据
え
た

３
つ
の
事
業

み
ん
な
で
つ
く
る

花
火
大
会
へ

対
話
か
ら
始
ま
る

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

広報そえだ（令和８年 10月号）　２３　広報そえだ（令和８年 10月号）

来月号から町長の
コーナーを設けます。
お楽しみに！！



広報そえだ（令和７年 10月号）　６

豊かな経験と、たくさんの笑顔で彩られた100年に　心からの敬意を込めて
　

敬
老
の
日
を
前
に
９
月
17
日
、
今
年
度
100
歳

を
迎
え
る
方
の
う
ち
、
６
人
の
長
寿
者
を
久
保

田
町
長
が
訪
問
し
て
長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し

た
。
訪
問
先
で
は
、
身
支
度
を
し
た
長
寿
者
の

皆
さ
ん
が
家
族
や
施
設
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
元
気
な
笑
顔
で
町
長
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
お
祝
い
状
を
手
渡
さ
れ
「
100
歳
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
ま
ま
お
元
気
で
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を

か
け
ら
れ
る
と
皆
さ
ん
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
９
月
21
日
の
敬
老
の
日
現
在
、
町

に
は
75
歳
以
上
の
人
は
２
２
４
２
人
、
そ
の
中

で
も
100
歳
以
上
の
人
は
20
人
で
す
。
長
寿
の
皆

さ
ん
は
、
町
の
誇
り
で
す
。
町
で
は
、
今
後
も

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
皆
さ
ん
が
安
心
し
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

問
役
場
福
祉
環
境
課
高
齢
者
支
援
係

（
☎
82
ー
１
２
３
２
）

人
生

百
彩

秋永　ミチ子さん（桜橋）𠮷竹　トモヱさん（下津野）内野　絹子さん（上落合一）

田邉　キリヱさん（中津野）五郎丸　フサヱさん（庄東）

　100年の歩みを重ねた秋永さん。
「何気ない毎日を大切に、ゆっくり寝
ることが元気の秘訣です」と笑顔で
教えてくれました。

　「足が悪く、移動は車いすですが、
毎日ひ孫たちと７人で囲む夕食が楽
しみです」と、家族に囲まれた日々
が元気の源になっている吉竹さん

　「元気倶楽部でサプライズのお祝い
をしてもらい、びっくりと同時に大
変うれしかったです」と内野さんは
元気倶楽部で体操を楽しんでいます

　施設に入所する前は家庭菜園でお
いしい野菜を育てていた田邉さんは、
家族と一緒に記念撮影

　100歳のお祝いのお返しに、五郎
丸さんは得意の「桃太郎」の歌を久
保田町長に披露しました

広報そえだ（令和８年 10月号）　４

健康づくり

～おいしく食べて、健康な毎日を～

　もうすぐ、秋が到来します。
　食欲の秋と言われるように、秋には美味しい食べ物がたくさんあり、
夏バテで落ちていた食欲が回復して、食欲も増す時期ですね。ついつ
い食べすぎてしまうことが増える時期ですが、食べすぎは消化不良や
内臓脂肪の蓄積に繋がるため、身体にはよくありません。今回は、食
べすぎ防止のコツをお伝えします。

スマソルレシピ教室
～楽しく学ぶ減塩料理～

　スマソルとは、福岡県が推進している減塩プロジェクトのことです。添田町食生活改善推進会と一緒
に、減塩について学び、楽しく料理をしませんか。年齢・性別問わずどなたでも参加できます。料理に
自信のない人でも会員がサポートしますので、気軽に参加ください。

▶とき 11月17日㈫９時30分～11時30分
▶ところ　オークホール調理実習室
▶募集人数　先着15人
▶参加費　500円
▶申込期限 11月６日㈮
▶申込先　役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎31-5001）
※添田町食生活改善推進会の活動記録は、町ホームページに掲載しています。

野菜から食べることで血糖値の
急上昇を抑え、胃腸での消化速
度がゆっくりになり満腹感も感
じやすくなります。血糖値の上
昇を緩やかにすることで、脂肪
のつきにくい身体
づくりにもつなが
ります！

野菜から食べよう①

野菜から食べることで血糖値

①

ることで、脂肪
体
が

ベジ
ファースト

早食いは満腹感を得られにくい
ため、過食になりがちです。１
口につき20回～30回噛むと、よ
く噛んでゆっくり食べることが
できます。咀

そしゃく

嚼回数を増やすこ
とで食事量が約 1割減ったとい
う報告もあります。食事時間を
20分以上かけると、必要以上に
食べすぎるのを防ぎ、満腹感を
得やすいと言われています。

よく噛んで
　ゆっくり食べよう②

１口
20～30回が
目安

「もう少し食べたい」と思うく
らいで箸を置くのが食べすぎ
防止の基本です。
「腹八分目は医者いらず」とい
うことわざがあるように、健
康促進や病気予防にも効果が
あるとされています。

腹八分目を
　心がけよう③ 　心がけよう

「もう少し」
でやめる

問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係（☎31-5001）

参加者
募集！

食べすぎ防止！今日からできる３つのコツ

おいしく食べて
健康に！

おいしく食べて
健康に！

５　広報そえだ（令和８年 10月号）

　何度も「ありがとうございます」
と感謝を伝えていた山本さん。施設
職員に囲まれ記念撮影

山本　綾子さん（下津野）

←活動記録は　
　こちらから



　英彦山スロープカー花駅２階にある旧英彦山小学校
体育館を舞台に木のおもちゃや木製カローリング、巨
大な木製コロコロ装置などで１日中
遊べる「木のおもちゃキャラバン」
を今年も開催。来場者にはわたがし
のプレゼントも。たくさんの木のお
もちゃで、大人も子どもも力いっぱ
い遊んでください。
▶イベント概要
▷木のおもちゃ・楽器エリア：
　積み木、木のカラクリおもちゃ、
　木琴など　▷ＤＩＹ体験（12日
　のみ開催）：地域の木材を使った
　パーゴラ作り
問 英彦山スロープカー電車運行部
　 （☎85-0375）
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半世紀にわたり歩みを重ねてきた添田町総合文化祭。
今年は50回を記念して特別公演・記念式典も開催！

▶▶▶     会場　オークホール

問 役場商工観光振興課商工振興係（☎82-1236）

地域のつながりや賑わいづくりを
目的とした取り組みとして、昨年に
つづき閉校した旧津野小学校で「津
野収穫祭」が開催されます。昨年好
評だった津野地域で収穫された米や
野菜、花きなどの農産物を販売する
「軽トラ市」や、地域の皆さんによる
手作り品、飲食物などの販売も行わ
れます。
▶開催時間 10時～15時
※少雨決行。

津野収穫祭
年に一度の収穫祭が旧津野小で！！

問 津野地区小さな拠点づくり準備会
　 事務局（☎82-5965）

第50回添田町総合文化祭

山々に囲まれた英彦山で木に触れる！
今年は木の楽器やＤＩＹ体験も楽しめる！

▶▶▶     会場　英彦山スロープカー花駅２階

木のおもちゃキャラバン感謝祭2026

　 （☎85 0375）

上中元寺に受け継がれる祈りと伝統

▶▶▶     会場　上中元寺薬師堂

薬師堂大祭2026

　１年の家内安全と無病息災を願い行われる上中元寺
薬師堂大祭。午後からは薬師堂前の駐車場
で楽しいイベントも行われます。
▶午前の部　10時～11時30分
▷法要
▶午後の部　12時～14時30分
▷祭・お薬師さん
　【プログラム】◎サングリーン職員による太鼓演奏　
　◎添田中学校吹奏楽部による演奏　◎ピアノ演奏
　◎田川地区消防署添田分署による消防車展示・消
　火訓練　◎もちまき　など
問 上中元寺観光協会 井手口さん（☎090-5737-5376）

事務局（ ）

▶▶▶     会場　旧津野小学校

　今年で５回目の開催となる「福祉
まつり」。「つながる心が地域を守る」
をテーマに地域の皆さんが福祉につ
いて身近に感じ、楽しみながら交流
できるイベントです。会場では町内
の社会福祉法人による体験コーナー
やステージイベント、お楽しみ抽選
会などが行われます。子どもから高
齢者まで幅広い世代の皆さんで楽し
い時間を過ごしませんか。
▶開催時間 10時～13時

第５回福祉まつり
「人とのつながり」の大切さを感じる

▶▶▶     会場　添田町体育館

旧添田小学校が、今年もみんなの
「遊び場」に変身！ 11月14日・15日
の２日間、ｅスポーツイベント「Ｓ
ＯＥＤＡ－ＬＡＮ2026」が開催さ
れます。会場には、最新のテレビゲー
ムやＰＣゲーム、ＶＲ体験をはじめ、
懐かしのレトロゲーム、麻雀、ボー
ドゲームなど、世代を超えて楽しめ
るさまざまなコンテンツが大集合。
プロ選手による迫力のある対戦や交
流イベントも予定されています。今
年のゲストには、ＦＥＮＮＥＬ所属
のプロｅスポーツ選手「Ｍｉｙａ」
さん、ＺＥＴＡ　ＤＩＶＩＳＩＯＮ
所属の「あｃｏｌａ」さん、プロ雀
士の「渡辺太」さん、「多喜田翔吾」
さん、そして添田町ＰＲ大使の「毛

ＳＯＥＤＡ-ＬＡＮ2026

旧添田小学校がゲームセンターに！
今年も豪華ゲストが来場予定！！

▶▶▶     会場　旧添田小学校

毎年、多くの来場者でにぎわう「ふる
里まつり」。町の特産品や伝統工芸品、地
域の味を楽しめる出店をはじめ、姉妹町
の北海道美深町から直送されたじゃがい
もやかぼちゃなどを販売します。ステー
ジイベントではさまざまな催しや演奏が
行われ、会場を盛り上げます。家族や友
人と一緒に買い物や食事、ステージを楽
しみながら、秋の一日をゆっくり過ごし
ませんか。出店者情報やステージイベン
トの詳細は決定次第、町ホームページで
お知らせします。
▶開催時間
　▷28日 ９時30分～17時
　▷29日 ９時30分～15時30分
※少雨決行。

令和８年度ふる里まつり

添田のおいしい・楽しいが集合！
北海道美深町のじゃがいも販売も！！

▶▶▶     会場　オークホール駐車場

問 添田町社会福祉法人地域公益活  
　 動連絡会（☎82-2600）
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㊏

10 /10 11 12㊏ ㊐ ㊊・㊗

10 /25㊐

1 1 /7 8㊏ ㊐
利蘭」さんが登場！ゲームを「する」
だけでなく、「観る」「体験する」「世
代を超えて一緒に楽しむ」ことがで
きる２日間です。会場には地元グル
メを楽しめる飲食ブースも予定され
ています。入場は無料。友達や家族
と一緒に、懐かしい校舎で新しい遊
びを楽しんでみませんか。
▶開催時間 10時～17時
問 役場まちづくり課情報推進係
　 （☎82-5965）
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　　　　　　　踊りや歌、バレエ、コーラスなどステー
　　　　　　ジで披露する芸能部門や華道、書道、手
　　　　　　芸品、ハガキ絵など数々の力作が並ぶ展
　　　　　　示部門で、それぞれ磨き抜かれた芸能や
　　　　　　作品に出会える２日間。50回目の開催と
　　　　　　なる今年の文化祭は特別公演に福岡県警
　　　　　　察音楽隊と陸上自衛隊音楽部の皆さんに
　　　　　　よる演奏会を開催し、記念式典では多く
　　　　　　の人の思いとともに歴史や芸能を紡いで
　　　　　　きた功労者に対し、表彰を行います。い
　　　　　　ずれも参加は
　　　　　　無料です。皆
　　　　　　さんのお越し
　　をお待ちしています。
▶特別公演　７日
▷15時～福岡県警察音楽隊・
　陸上自衛隊音楽部による演奏会
※特別公演の鑑賞には入場整理券（全席指定）が必要で
す。入場整理券の配付方法な
どは町公式ＬＩＮＥ、町ホー
ムページでお知らせします。
▶記念式典　８日13時～
▶芸能発表の部
▷７日９時～　歌謡（カラオケ）　
　▷８日10時～舞踊　▷三味線　▷コーラス　▷体操
　▷詩吟　▷バレエ　▷琴　など
▶展示発表の部　７日、８日各日９時～16時
▷下げもん　▷生け花　▷書道　▷水墨画　など
問 教育委員会社会教育課文化振興係（☎82-2559）
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↑公式LINE 　↑ホームページ

全世界で５億人→
以上の登録プレ
イヤーがいる人
気ゲーム、フォー
トナイト

←アームセンサー
　などを装着し、
　ＡＲ（拡張技術）
　を使い遊ぶHA
　DO

世界中で大人気→
の、オンライン
ゲーミングプラッ
トフォーム、Ｒｏ
ｂｌｏｘ

当日遊べるゲームの一部をご紹介！



生活道路の
法定速度が

改正道路交通法施行令の施行により、中央線などがな
い生活道路では、自動車の法定速度がこれまでの時速
60キロから時速30キロに引き下げられました。
子どもや高齢者など、歩行者の安全を守るため、自動
車は「ゆっくり、安全」な運転を心掛けましょう。
問 田川警察署（☎42-0110）
　 役場防災管財課防災安全係（☎82-4002）

次のような道路が対象です。
▶中央線がない
▶車両通行帯（白線などの道路標
　示によって区切られた部分）が
　ない道路
▶住宅地などにある地域の人が日
　常的に利用する道路
▶道路標識で別の速度指定がされ
　ていない道路

道路標識で時速40キロや時速50
キロなどの速度が
指定されている場
合は、その指定さ
れた速度が最高速
度となります。

生活道路は子どもや高齢者などの
歩行者や自転車の利用が多いこと
から、速度を抑えて安全性を高め
るためです。

通学や遊びで道路を
利用する子どもたち
を、飛び出し事故な
どから守ります

道路を横断する際の
危険や、車とすれ違
う際の恐怖感を和ら
げます

交通死亡事故のリス
クを減らします。国
土交通省の資料によ
ると自動車の速度が

時速30キロ未満の事故は歩行者の
致死率が１％未満ですが、30キロ
を超えると致死率が急上昇すると
いわれ、時速30キロは命を守る基
準とされています。

中央線がある道路や車両通行帯が
ある道路、中央分離帯などで往復
交通が分離された道路で、道路標
識による速度制限がない道路は今
までどおり時速60キロが基本です。

対象の生活道路は・・・ なぜ時速30キロ？

生活道路以外は
変わりません

添田町では・・・

町内でも住宅地を走る道路や通学
路など、皆さんの暮らしに身近な
生活道路がたくさんあります。

生活道路とは・・・
通勤、通学、買い物な
ど、地域の人が日常生
活で利用する、中央線や中央分
離帯のない比較的狭い道路のこ
とを生活道路と呼びます。
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まちからのお知らせ＆情報

町内で創業などを考えている人を支援します

来年度の補助金活用に向け、希望事業者の事前調査を行います

町 内で新たに創業や事業承継・第二創業、新事業展開に取り組む事業者を支援するため、
創業などに必要な費用の一部を補助する添田町創業等支援事業補助金。来年度も多く

の事業者が制度を活用できるよう補助金申請を希望する事業者の調査を行います。

↑ホームページは
   こちらから

あいことばは「みんなでまちづくり」

町 をにぎやかにする活動や、地域課題解決への取り組みなど「住みたくなるまち」を目
指して活動している団体の活動費を助成しています。地域の人や友人と、みんなでま

ちづくりを始めてみませんか。まずはご相談ください。

みんなでまちづくり助成金を活用して
活動してみませんか

◉申請期限　令和８年12月28日㈪
　（土日祝日を除く）
※予算に達した場合は、申請期限前
に締め切る場合があります。
◉助成活動例　▶花いっぱい運動　
　▶地域イベント　▶農林業体験　
　▶こども食堂　など
◉活動対象経費　▶講師の謝金・旅
　費　▶消耗品費　▶スポーツ保険
　料・ボランティア保険料　▶公民
　館の使用料　など
問 役場まちづくり課政策企画係
　 （☎82-5965）

小さな活動 大きな活動

対象団体
①18歳以上の構成員が５人以上
②構成員が５人以上添田町在住

①18歳以上の構成員が５人以上
②構成員の過半数が添田町在住
　または通勤・通学
③団体の会則がある
④活動拠点が町内

交付額 上限５万円／年 上限20万円／年

交付回数 １団体１回 １団体１回

必要書類
①申請書　②構成員名簿
③事業計画書　④予算書

①申請書　②会則　③会員名簿
④事業計画書　⑤予算書

◉対象となる創業の種類
▶創業　町内で事業を営んでいない個人または法人
　が、町内で新たに事業を始めること
▶事業承継　町内で事業を営んでいる個人の後継者
　が先代から事業を引き継ぐこと
▶第二創業　町内で事業を引き継いだ後継者が、業
　態転換や新事業・新分野に進出すること
▶新事業展開　事業を営んでいる個人または法人が、
　新事業や新分野への進出により、事業拡大や新た
　な雇用を創出すること
◉補助額
▶町内に居住または町外から町内へ移住する人
▷補助率：対象経費の１／２　
▷上限額：飲食業・小売業・宿泊業・生活関連サー
　　ビス業など100万円、その他の業種50万円

◉助成金の概要

▶町外に居住している人
▷補助率：対象経費の１／２
▷上限額：一律30万円
◉補助要件
▶町内事業所を設置または設置することが確実で
　ある　▶申請年度内に創業等と行うまたは創業か
　ら２年を経過していないこと　▶創業から５年以
　上継続して町内で営業、かつ添田町商工会の会員
　になること　▶町税などに滞納がないこと　など
◉受付締切日　令和８年11月20日㈮
※補助要件には複数の要件があります。
詳しくは問い合わせ、または町ホーム
ページで確認ください。
問 添田町商工会（☎82-0244）
　 役場商工観光振興課商工振興係（☎82-1236）

ます行いまま

多く
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ク アハウスでは代謝を上げることを目的に、
プールでの体操教室を開催します。有酸素

運動をベースにストレッチや水中歩行など毎週メ
ニューを更新し、徐々に運動量を上げていく予定
です。皆さんの参加をお待ちしています。
◉開催日 10月13日㈫、10月14日㈬、10月16日㈮、
10月19日㈪、10月20日㈫、10月23日㈮

◉開催時間 13時30分～14時15分
◉講師　福岡カホスイミングスクール
　藤田雄太さん
◉参加費　無料
※ただし入場料（一般
260円、70歳以上の人
と障害者手帳をお持ちの人は160円）が必要です。
◉申込方法　申込書に必要事項を記入し、クアハ
　ウスの窓口に提出
◉交通手段のない人にも対応します
　町内在住の希望者に、送迎サービスを行います。
　申込書を提出するときに、申し出ください。
問 クアハウスハピネス（☎82-5061）
　 役場福祉環境課高齢者支援係（☎82-1232）

「プールでゆっくりゆったり
体操教室・秋」を開催します

福 岡県ではインフルエン
ザが流行しています。

感染すると高熱や関節の痛み
などを伴い、人によっては重
症化する場合もあります。町
ではインフルエンザの流行や
重症化を防ぐため、子どもへのインフルエンザ予
防接種の費用を全額助成します。
◉対象者 接種日に添田町に住民票がある、生後
　６か月～18歳に達する日以後の最初の３月31日
　までの人
◉接種回数 ▷生後６か月～13歳未満の人／２回
　▷13歳～18歳に達する日以後の最初の３月31日
　までの人／１回
◉助成対象となる接種期間 令和８年10 月１日㈭
　～令和９年３月31日㈬
◉医療機関に持参するもの　▷マイナ保険証また
　は資格確認書　▷母子手帳など接種者の現住所
　がわかるもの
◉医療機関での費用
▶田川医師会に登録のある医療機関　無料
▶田川医師会に未登録の医療機関　一度、接種費
　用を全額自己負担
※後日、役場健康子育て応援課に申請すると払い
戻しを受けることができます。13歳未満の人は、
２回目の接種後に申請してください。
※医療機関によって窓口での支払いの有無が異な
ります。予約をするときに確認して
ください。田川医師会に登録してい
る医療機関は、田川医師会のホーム
ページでも確認できます。
◉払い戻しの申請をするとき
▶必要なもの
　▷医療機関が発行する領収書　▷申請者のマイ
　ナンバーカードまたは資格確認書　▷印鑑　▷
　通帳など振込先の口座番号がわかるもの
▶申請先　役場健康子育て応援課健康・子ども保
　健係
▶申請期限　令和９年３月 31日㈬
問 役場健康子育て応援課健康・子ども保健係
　 （☎31-5001）

10月から来年３月までの接種が対象です

子どものインフルエンザ
予防接種費用を助成します

健康な身体をつくりませんか

重 度障がい者医療証を持っていて、
所得情報などの受給条件が確認

できた人に、10月から使用できる医療
証を郵送しています。まだ医療証が届いていない
場合は、役場住民課保険年金係に問い合わせくだ
さい。受給資格の確認にあたり、所得情報が確認
できない人には、所得の申告手続きをお願いする
ことがあります。
※有効期限が令和９年９月30日より前の場合は、
有効期限までに障害者手帳および医療証の更新手
続きが必要です。
問 役場住民課保険年金係 （☎82-5966）

新しい医療証を
郵送しています

重度障がい者医療証をお持ちの皆さん

健康診査と歯科健診の
受診はお済みですか

福 岡県後期高齢者医療広域連合では、被保険
者の皆さんを対象に、健康診査と歯科健診

を実施しています。健康を維持するために、まだ
受診していない人は早めに予約し受診しましょう。
健康診査や歯科健診実施医療機関がわからない場
合や受診票・受診券が見当たらない場合は問い合
わせください。
健康診査
◉受診対象者 長期入院お
　よび特別養護老人ホーム
　などの施設に入所してい
　る人を除く、すべての被
　保険者
◉受診期限
　令和９年３月31日㈬
※医療機関の休診日を除きます。
◉受診方法　健康診査を実施している医療機関に
　予約して受診
◉受診時に持っていくもの　▷受診票　▷マイナ
　保険証または資格確認書　▷自己負担金500円
※受診票は、今年度75歳になる人には誕生月の10
日頃に、それ以外の被保険者の皆さんには５月上
旬までに発送しています。
歯科健診
◉受診対象者　長期入院および一部の施設に入所
　している人を除く、今年度76歳～80歳になる昭
　和21年４月１日～昭和26年３月31日生まれの人
※歯科治療中でも、歯科健診の受診は可能です。
◉受診期限 令和８年12月まで
※歯科医院の休診日を除きます。
◉受診方法
歯科健診を実施している歯科
　医院に予約し受診
※歯科健診を実施している医院
の一覧は、受診券に同封しています。
◉受診時に持っていくもの
　▷受診券　▷マイナ保険証または資格確認書　
　▷自己負担金300円
※受診券は５月下旬に発送しています。
問 福岡県後期高齢者医療広域連合お問い 合わせ
　 センター（☎092-651-3111）

後期高齢者医療制度の被保険者の皆さん 回答をお待ちしています

コンビニ交付サービスへの
アンケートにご協力ください

町 では令和７年２月から、マイナンバーカー
ドを使って全国のコンビニエンスストアな

どで住民票の写しや印鑑登録証明書を取得できる
「コンビニ交付サービス」を行っています。今回、
サービスのさらなる拡充に向け、満
足度アンケートを実施します。皆
さんからのご意見は、今後の改
善に活用させていただきます
ので、アンケートへの回答に
ご協力をお願いします。
◉対象者　コンビニ交付サービスを
　利用して、住民票の写しや印鑑登録証明書を取
　得したことがある人
◉回答方法　ＱＲコードを読み取り、
　専用サイトから該当する内容を選
　択または入力し回答してください　
◉質問項目　①年齢　②取得したこ
　とのある証明書　③満足度　④今
　後コンビニ交付で取得できるようになってほし
　い証明書　⑤その他、意見・要望など
◉所要時間　約３分
◉回答期限　令和８年12月31日㈭
※アンケートは匿名で、回答者が特定されること
はありません。回答内容は、アンケートの集計・
分析のみに使用し、第三者への提供は行いません。

↑田川医師会の
　ホームページ
　はこちらから

で
。

科

院
ます

、

療

け、満
皆
改

ビスを

～マイナンバーカードをお持ちですか～
　　　　　　　　マイナンバーカードは、身
　　　　　　　分証明書としてだけでなく健
　　　　　　　康保険証としての利用やコン
　　　　　　　ビニ交付サービス・パスポー
　　　　　　　トの申請などの各種行政手続
　　　　　　　きが１枚でできる便利なカー
ドです。役場では「マイナンバーカード作り
たいけどどうしたらいいかわからない」とお
困りの人を対象に写真撮影などの手続きをサ
ポートしています。運転免許証など、顔写真
付きの本人確認ができる書類をお持ちくださ
い。この機会にマイナンバーカードを申請し
ませんか。

↑アンケートの
　専用サイトは
　こちらから

問 役場住民課戸籍住民係 （☎82-1233）



身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。
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問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82‐4000）

黄金色に実った稲を丁寧に笑顔で収穫

　９月９日、添
田小学校４年生
45人の児童が稲
刈りを行いまし
た。５月に自分
たちの手で植え
た苗は、夏の日
差しを浴びて大
きく成長し、た
くさんの実を付
けた黄金色の稲穂に。児童たちは鎌を手に一株ずつ丁寧
に刈り取り、「収穫するのが楽しい」と笑顔で稲刈りを楽
しみ、米の収穫を通して農業の大切さを学びました。

復興への願いを込め、熊本へ寄附

　７月28日に発
生した地震で、
現在も多くの人
が避難生活を継
続している熊本
県に寄附を行う
ため町行政区長
会役員（会長：
畠田学町四区長）
が９月１日、町
長室を訪れました。畠田会長が「熊本の１日も早い復興
を願っています」と寄附金を手渡すと、久保田町長は「貴
重なご寄附、熊本に届けます」と感謝を述べていました。

消防団員が学ぶ、いざという時の救命技術

↑参加した団員全員が交代でＡＥＤを使用しました

　住民の生命を
守るため心肺蘇
生法やＡＥＤの
使用方法などを
学ぼうと８月30
日、９月13日の
２日間、田川地
区消防署職員を
講師に町消防団
員が救命講習を
受講しました。いざという時に慌てず処置を施すため、
救命の知識と技術を身につけ命を守る備えを学び、地域
の安心につなげ、地域防災力の強化に生かしていきます。

↑区長会役員の道園副会長（左）、畠田会長（中右）、内野会計（右）

バイオリンとピアノで過ごす贅沢な時間

↑10月18日にもカフェクロマテックでコンサートが開かれます

　オークホール
で８月29日、日
田彦山線沿線の
振興などを目的
としたミニコン
サートが開かれ
ました。九州交
響楽団コンサー
トマスターの西
本幸弘さんとピ
アニスト外山啓介さんを迎え、時空のうつろい・ノスタル
ジーに焦点をあてたコンサートはドヴォルザークの「ユー
モレスク」など11曲が披露され、聴衆を魅了していました。

ＢＲＴ３周年 沿線地域の魅力を発信

↑BRTひこぼしラインのPRコーナーも設けられました

　８月30日、Ｊ
Ｒ小倉駅でＢＲ
Ｔひこぼしライ
ンの開業３周年
を記念した、添
田町・東峰村・
日田市の特産品
が楽しめるマル
シェが開かれま
した。添田町か
らは新米をはじめ、手作りこんにゃくや果物や野菜、ゆ
ずいなりなどを販売。沿線地域の魅力が詰まった逸品が
集まり、会場がたくさんの人でにぎわいました。

みんなで考える安心できる避難所づくり

↑災害は忘れたころにやって来る!と防災の話もありました

　８月30日、岡
田親幸防災官を
講師に「誰もが
安心して過ごせ
る避難所づくり」
セミナーが開か
れました。過去
の災害で着替え
などに男女別の
配慮がなく心身
の負担が大きくなった例を紹介。高齢者や子ども、障が
いのある人など誰もが過ごしやすい避難所にするために
は避難所運営に女性も携わることが重要だと語りました。

↑収穫したお米は10月に小中学校の給食で提供されます
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ゲームで熱く！ｅスポーツの熱戦！

　８月23日、９月６日の２日間、対戦型ゲー
ムの腕前を競うｅスポーツの体験会がオーク
ホールで開催されました。人気ゲーム「太鼓
の達人」や「スーパーボンバーマンR２」、「鉄拳
８」など６タイトルを用意した２日間で約60
人が参加しました。６日は体験会に加え、ド
ローンの操縦体験会も開催され、参加者はド
ローンを使った魚釣りに熱中していました。
９月13日には町内のｅスポーツ覇者を決める
ｅスポーツ№１決定戦が開かれ、小中学生は
自身のスマホやタブレットで参加する「ブロ
スタ」と「ｅＦｏｏｔｂａｌｌ」、大人は「太鼓
の達人」で腕前を披露し、大盛り上がりでした。

海外で学んだ視点を添田の未来へ

　７月31日から１週間、ニュージーランドで
研修を行った中学生７人が事業報告会を行い
ました。海外での生活を経験した中学生が帰
町した後、町内をフィールドワークし、海外
と添田の違い・課題を考え、その対応策を２
つのグループに分かれ発表しました。添田中
３年生の井元さん、森田さん、２年生の平塚
さんグループは「ニュージーランドでは夕食
時、マオリの文化を体験しないと食事ができ
ないプランがありました。登山者が多い英彦
山で、楽しい３つのプランを体験しないと下
山できないようなパスをつくり、半強制的に
歴史を感じさせては」と提案していました。

↑「研修では自然を活かしたアクティビティを楽しみながら、文化や地域の特色を体験できた。
　添田でも深倉峡を、全身で自然を体感できるキャニオリング（川下り）の聖地にしたい」と
　提案した（左から）濱本さん、中村さん、西田さん、城戸さん

↑ステージではチームの協力が重要な要素になる「ブロスタ」で白熱した戦いが繰り広げられました

プロに教わる！これで私も蕎麦打ち名人！

　オークホール
で９月17日、そ
ば処じょうはん
の上半一彦さん
を講師に「大人
の蕎麦打ち体験
教室」が開かれ
ました。上半さ
んの蕎麦打ちの
実演を見た後に、
蕎麦粉をふるいにかける工程から麺を切る作業までを体
験。初めて蕎麦打ちを体験する人も多く、指導を受けな
がら一つ一つの工程に真剣な表情で取り組んでいました。

↑講師にコツを教わりながら蕎麦を切っていく参加者

適正な財政運営に向け決算をチェック

　町の財政事務
が適正かつ効率
的に執行されて
いるかを監査す
る町監査委員の
宮平信之さんと
山本徳和さんが
令和７年度の歳
入歳出決算審査
を行いました。
審査は約１か月間にわたり、事業の実績や関係諸表を確
認。８月28日に審査結果をまとめた意見書を久保田町長
に提出しました。決算の詳細は11月号でお知らせします。

↑宮平監査委員㊨から意見書を受け取る久保田町長㊧
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↑加茂神社の敷地内にある宮城医師の銅像

問 役場商工観光振興課歴史文化財係（☎82-1236）
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っ
た
」に
母
の
声
を
聴
く　

久
保
田
克
利

【
俳
句　

投
稿
】

霧
晴
れ
て
澄
み
た
る
空
や
豊
前
坊　
　
　

伊
勢
村　

稔

突
然
に
空
を
焦
が
さ
れ
て
熱
帯
夜　
　
　

寺
本　

芳
寛

年
寄
り
て
心
細
か
る
夜
長
か
な　
　
　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

製
造
工
程
見
学
で
き
る「
め
ん
べ
い
工
場
」　

原
田
祥
二
郎

駅
前
店
ヤ
マ
メ
料
理
が
味
わ
え
る　
　
　

原
田　

順
子

15　広報そえだ（令和８年 10月号）

HAPPY
BIRTHDAY

面白いおしゃべりに楽しい表情
♩いつも笑顔にしてくれる可愛
いアイドルぎょうてんにみんな
夢中！大好きっ♡

新野 暁
ぎょうてん

天 ちゃん 
10月10日生 ❷・添田西

三根 悠
はるき

暉 ちゃん 
10月29日生 ❷・町四

食いしん坊で泣き虫で甘えん坊
のはるくん♡お誕生日おめでと
う♡いっぱい食べて笑って大き
くなってね♡だいすきっ♡！

▷21日
★
　▷13日／戸外遊び（給食）　▷20日／手芸くらぶ（給
　食）　▷27日／ハロウィンバッグ製作（給食）
★
▷９日／乗り物遊び　▷16日／親子健康教室・おっ
　ぱい相談・虹の会読み聞かせ ▷23日／運動遊び　
　▷30日／ハロウィン
★
▷14日　▷28日／虹の会読み聞かせ

★
　▷８日

▷10日／りんご狩り　▷18日／おん
　ぶに抱っこマルシェ　
※詳しくは「おんぶに抱っこ通信」をご確認ください。
問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）

▷21

こはくちゃん♡おたんじょうび
おめでとう！いっぱい食べて大
きくなってね！

中富 心
こはく

珀 ちゃん 
10月30日生 ❸・野田

中富 心
みみ

美 ちゃん 
10月30日生 ❺・野田

みみちゃん♡おたんじょうびお
めでとう！これからもキラキラ
笑顔のみみちゃんでいてね。

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をＥメールで送信ください
　　　　　 koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000）
送信先

11月生まれの締め切りは、
10月15日㈭です。

　
「
10
・
10
」
を
横
に
倒
す
と
、
２
本
の
「
１
」
が
眉
、
２
つ
の
「
０
」

が
目
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
10
月
10
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

と
さ
れ
、
目
の
健
康
や
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
健
康
に
ま
つ
わ
る
町
の
歴
史
を
お
伝
え
し
ま
す
。

↑報告に訪れた顧問の林先生、部員の皆さんと久保田町長

　９月16日、添田中学校男子バドミントン部が県
大会の結果報告に久保田町長を訪問しました。３
年生最後の大会となる田川地区大会で優勝し、筑
豊大会で３位となったバドミントン部。県大会で
は１回戦を突破し、２回戦では今大会２位となっ
たチームを相手に最後まで粘り強く戦いましたが、
０－３で惜しくも敗れました。「負けたけど楽し
かった」と話す部員たち。この大会で引退となっ
た３年生から新チームを引き継いだ、キャプテン
で２年生の深見翔さんは「まず、次の大会での田
川地区大会優勝を目標に、練習に励みます」と新
たな決意を語ってくれました。３年生の部員の皆
さんお疲れさまでした。先輩たちの思いを受け継
いだ新チームのこれからの活躍が楽しみです。

　９月16日、添田中学校３年生を対象に「ＳＮＳ
の投稿を活用した模擬選挙」が行われました。ス
マートフォンの普及により大量の情報に接する機
会が増える中、情報を正しく読み解き、活用する
「情報リテラシー」を高めることが重要視されてい
ます。この模擬選挙は情報を多角的に捉え、主体
的に判断する力を身につけてほしいと田川青年会
議所が実施。生徒たちはまずＳＮＳの情報だけを
参考に１回目の投票を行い、その後、候補者の討
論会を聞いて再度投票しました。多くの生徒が投
票先を変え、情報を一つの側面だけで判断する難
しさや多角的に考えることの大切さを学びました。

↑投票には、実際の選挙で使っている投票箱と記載台が設置されました
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▼
と
こ
ろ　

香
春
町
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

▽
講
演
①
「
楽
し
い
老
後

　

を
迎
え
る
た
め
の
人
生
会
議
」　

▽
講
演
②
「
人
生
の
最
後
を
楽
し

　

く
過
ご
す
ホ
ー
ム

　

ホ
ス
ピ
ス
」

※
講
演
後
に
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し

ま
す
。　

▼
定
員　

先
着
30
人
／
入
場
無
料

▼
お
み
や
げ　

シ
ャ
ボ
ン
玉
せ
っ
け

　

ん
ハ
ミ
ガ
キ

▼
申
込
方
法　

特
定
非
営
利
活
動
法

　

人
む
ゆ
う
げ
ん
に
電
話

※
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
連
絡
先
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
む
ゆ
う
げ

ん
（
☎
45
―
７
５
０
７
）

【
第
４
回
２
等
陸
・
海
・
空
士
】

▼
試
験
日　

▽
筆
記
試
験
・
適
性
検

　

査
／
11
月
28
日
㈯
〜
12
月
１
日
㈫

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日　

▽
口
述

　

試
験
身
体
検
査
／
12
月
11
日
㈮
〜

14
日
㈪
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
〜
32
歳
の
人

▼
受
付
締
切

11
月
20
日
㈮

※
自
衛
官
募
集
に
関
す
る
説
明
会
を

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合
に

合
わ
せ
て
個
別
説
明
や
出
張
説
明
も

可
能
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

福
岡
県
で
は

日
田
彦
山
線
沿

線
地
域
の
活
性
化
や
関
係
人
口
・
交

流
人
口
の
拡
大
を
図
る
A
Ｉ
Ｒ
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
事
業

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
西
本
幸
弘

さ
ん
ら
４
人
の
演
奏
家
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
と
き

10
月
18
日
㈰
14
時
開
演
／

13
時
30
分
開
場

▼
と
こ
ろ

S
p
a
c
e

F
o
r

Y
o
u　

Ⅱ
―

Ⅴ
―

Ⅰ
（
カ
フ
ェ

　

ク
ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
）

▼
定
員　

先
着
100
人

▼
入
場
料　

無
料

問
日
田
彦
山
線
沿
線
地
域
振
興
事
業

実
行
委
員
会

（
☎
092̶

643
―
３
１
８
０
）

　

県
内
各
町
村
自
慢
の
特
産
品
・
グ

ル
メ
・
加
工
品
な
ど
が
大
集
合
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
伝
統
芸
能
な
ど
も
披
露

さ
れ
ま
す
。
添
田
町
か

ら
は
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ

こ
さ
ん
が
出
展
、
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
添

田
町
Ｐ
Ｒ
大
使
の
毛
利

蘭
さ
ん
が
出
演
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

10
月
17
日
㈯
10
時
30
分
〜

16
時
30
分
、
10
月
18
日
㈰
11
時
〜

16
時

▼
と
こ
ろ　

県
営
天
神
中
央
公
園

※
添
田
町
は
17
日
の
み
出
展
で
す
。

問
福
岡
県
町
村
会
総
務
課

（
☎
092̶

651
―
１
１
２
１
）

▼
と
き

11
月
３
日
㈫
９
時
30
分
〜

14
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
田
川
高
等
技

　

術
専
門
校
（
田
川
市
）

▼
内
容　

①
各
訓
練
科
に
よ
る
体
験

　

教
室　

②
訓
練
生
作
品
展
示　

③

　

子
ど
も
机
・
椅
子
な
ど
の
家
具
の

　

即
売
会　

▼
入
場
料　

無
料

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
44
―
１
６
７
６
）

▼
と
き

11
月
15
日
㈰
13
時
30
分
〜

15
時
30
分

　

昭
和
の
始
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で

の
福
岡
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
激
動

の
時
代
の
福
岡
を
歴
史
公
文
書
や
貴

重
な
写
真
資
料
か
ら
読
み
解
き
ま
す
。

▼
展
示
期
間

10
月
16
日
㈮
〜
令
和

　

９
年
１
月
24
日
㈰

▼
開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

▼
休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日

▼
入
館
料　

無
料

問
福
岡
共
同
公
文
書
館

（
☎
092̶

919
―
６
１
６
６
）

　

女
性
の
健
康
課
題
の
一
つ
で
あ
る

生
理
が
、
働
き
方
に
及
ぼ
す
影
響
や

Information くらしに役立つ情報満載

生
理
休
暇
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、

女
性
が
健
や
か
に
活

躍
で
き
る
職
場
の
環

境
づ
く
り
に
向
け
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
き

10
月
24
日
㈯
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

福
岡
国
際
会
議
場
メ
イ

　

ン
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料
／
要
事
前
申
込

▼
申
込
方
法　
Ｑ
Ｒ
コ
ー

　

ド
か
ら
必
要
事
項
を
入

　

力
し
て
申
し
込
み

▼
申
込
締
切　

10
月
19
日
㈪

問
女
性
の
健
康
と
働
き
方
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
務
局（
☎
092
―
522
―
８
５
６
０
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
福
祉
の
向
上

を
目
的
に
母
子
寡
婦
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

11
月
８
日
㈰
13
時
〜
15
時

50
分
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ　

　

ア
リ
ー
ナ
棟
大
ホ
ー
ル
（
春
日
市
）

▼
参
加
費　

無
料
（
資
料
を
希
望
す

　

る
場
合
は
200
円
）

▼
内
容　

①
式
典　

②
行
政
説
明　

　

③
講
演「
そ
れ
で
、よ
か
よ
か
〜
寛

　

容
の
精
神
が
醸
成
さ
れ
る
社
会
へ

　

〜
」
／
講
師
＝
立
花
高
等
学
校
校

　

長　

齋
藤
眞
人
さ
ん　

④
活
動
報

　

告　

⑤
大
会
決
議
・
申
し
合
わ
せ

※
講
演
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

問
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事

務
局
（
☎
092
―
584
―
３
９
２
２
）

▼
と
き

11
月
３
日
㈫
13
時
30
分
〜

15
時
30
分
（
受
付
13
時
〜
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
大
学
大
講
義

　

室
▼
講
演
内
容　
「
月
・
火
星
探
査
と
基

　

地
〜
筑
豊
へ
の
想
い
も
込
め
て
〜
」

　

／
講
師　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

　

構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
科
学
研
究

　

所
宇
宙
飛
翔
工
学
研
究
系　

特
任

　

教
授　

河
野
功
さ
ん

▼
定
員

250
人
程
度

▼
入
場
料　

無
料
／
申
込
不
要

問
筑
豊
市
民
大
学
岩
佐
さ
ん

（
☎
080
―
８
３
７
２
―
５
２
４
０
）

　観光資源プロモーターの岩丸康平です。地
域おこし協力隊員になって、一年が経ちまし
た。この一年、添田町の魅力をより多くの皆
さんに知っていただけるよう、Instagramで
町の情報や観光情報を発信したり、ビジター
センターでさまざまな新商品を企画・開発し、
販売したりと、地域の魅力を発信する活動に
取り組んできました。まだまだ挑戦の途中で
すが、これからも添田町の魅力を多くの皆さ
んに届けられるよう、さまざまなことに挑戦
していきたいと思います。ビジターセンター
で皆さまのお越しをお待ちしています。
◉ドリンクの新商品を開発しました
　　　　　　　　【いちごスムージー】
　　　　　　　　　ラテラルファームのあま
　　　　　　　　おうを贅沢に使ったいちご
　　　　　　　　感たっぷりの一杯です
　　　　　　　　【つのたまミルク】
　　　　　　　　　津野の平飼い養鶏卵つの
　　　　　　　　たまを使ったどこか懐かし
　　　　　　　　くて優しい味わいです
◉ Instagramで情報発信しています
　町のイベントや日々の活動などをInstagram
で発信しています。ぜひご覧ください。

問 役場商工観光振興課観光振興係
　 （☎82-1236）

Vol. 37

〇着任から１年経ちましたたたた

第
17
回
ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア

Ａ
Ｉ
Ｒ
事
業
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

自
衛
官
採
用
試
験

昭
和
100
年
記
念

福
岡
共
同
公
文
書
館
企
画
展

ケ
ア
カ
フ
ェ
む
ゆ
う
げ
ん

「
老
い
を
楽
し
む
」

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会

福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

も
の
づ
く
り
技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

悠久の歴史を紡ぐ
体験　雅楽のしらべ

図書館で楽しむ音楽会

　添田町読書会の活動開始50年を記念し
て、音楽会を開催します。今回は、天理関
門雅楽会の皆さんによる三管（篳

ひちりき

篥、笙
しょう

、
龍
りゅうてき

笛）の演奏会です。楽器の体験ができ
る時間があります。ぜひお越しください。

▶とき 11月８日㈰ 14時～
　　　　（開場13時30分）
▶ところ 町立図書館　集会室
▶演奏曲 越

えてんらく

天楽、陵王など
▶定員 先着70人／入場料無料
▶申込方法　電話で名前と連絡先を伝え
　てください
※小学３年生以下は保護者同伴でお越し
ください。
問 添田町立図書館（☎82-4800）

国指定重要文化財
中島家住宅で嗜む表千家茶会

第２回中島家文化塾

　今年度整備された中島家住宅の庭園で
お茶会を開催します。表千家茶道教授の
清水十六子さんをお迎えし、お茶を点て
る体験会や茶道の基本などお茶にまつわ
る話をお聞きします。この機会にお茶の
魅力に触れてみませんか。
▶とき 10月24日㈯
　　　　　10時30分～11時30分
※雨天時は室内で行います。
▶ところ 国指定重要文化財中島家住宅
▶参加費 500円　
▶定員 先着20人程度
▶申込方法　電話で名前と
　連絡先を伝えてください
▶申込期限 10月16日㈮ 17時
問 役場まちづくり課政策企画係
　 （☎82-5965）

筑
豊
市
民
大
学
公
開
講
演
会

財中島家住宅

時

◉ドリンクの新商品
　　　　　　 　 【い
　　　　　　 　　
　　　　　 　　 　　お
　　 　　　　　　感
　 　 　 　 【つ
　 　 　 　　
　　　　　　　　た
　　　 　　　　く

←地域おこし
　協力隊

←SOEDA-
　NAVI

　　あったカフェに参加しませんか
　地域の高齢者の皆さんやその家族、地域住民の皆さんの集いの
場です。どなたでも気軽にお立ち寄りください。
◉とき 11月10日㈫ 13時30分～15時
◉ところ そえだジョイ２階
◉内容 「最近ムセてないですか～今日からできる
　　　　お口と飲み込みの健康づくり～」
◉講師 言語聴覚士　本村大輔さん
問 添田町地域包括支援センター（☎41-3888）

る

　　　　　

女
性
の
健
康
と

働
き
方
フ
ォ
ー
ラ
ム
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Information

え
付
け
て
い
る
「
訓
練
生
募
集
要
項
」

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w
w
.fukuoka-kunren.ac.jp/

）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
立
田
川
高
等

技
術
専
門
校

（
☎
44
―
１
６
７
６
）

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
４
９
―
62
―
６
４
４
１
）

　

福
岡
県
で
は
、
生
物
多
様
性
保
全

活
動
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
生
物

多
様
性
の
保
全
活
動
に
取
り
組
む
団

体
と
活
動
に
関
心
の
あ
る
事
業
者
の

連
携
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
活
動
内

容
や
興
味
の
あ
る
活
動
な
ど
「
福
岡

生
き
も
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
詳
し
く
は
福
岡
生
き
も
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
、
ま
た
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
環
境
部
自
然
環
境
課

（
☎
092
―
643
―
３
３
６
７
）

▼
と
き

12
月
４
日
㈮
13
時
45
分
〜

15
時
30
分

▼
対
象
者

▽
幼
稚
部
＝
令
和
３
年

　

４
月
２
日
〜
令
和
６
年
４
月
１
日

▼
職
務
内
容

毎
月
開
催
し
て
い
る

　

総
会
へ
の
出
席
、

　

農
地
法
な
ど
に
基

　

づ
く
許
認
可
事
務
、

　

農
地
利
用
の
最
適

　

化
に
向
け
た
取
り

　

組
み
な
ど

▼
募
集
人
数　

１
人
（
町
内
全
域
）

▼
任
期　

任
命
日
〜
令
和
11
年
７
月

19
日

▼
申
込
方
法　

所
定
の
様
式
に
記
入

　

し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
農
業
委

　

員
会
事
務
局
に
提
出

▼
募
集
締
切

10
月
30
日
㈮
17
時

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
ま
た
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間

12
月
１
日
㈫
〜
令
和

　

９
年
５
月
27
日
㈭

▼
訓
練
科
名　

も
の
づ
く
り
溶
接
科

　

に
生
ま
れ
た
幼
児　

▽
高
等
部
専

　

攻
科
理
療
科
＝
特
別
支
援
学
校
高

　

等
部
、高
等
学
校
、

　

中
等
教
育
学
校
を

　

卒
業
し
た
人
か
、

　

令
和
９
年
３
月
に

　

卒
業
見
込
み
の
人

　

ま
た
は
そ
れ
と
同

　

等
以
上
の
学
力
が

　

あ
る
と
認
め
ら
れ

　

た
人

▼
志
願
資
格　

両
眼
の
視
力
が
概
ね

0.3
未
満
の
人
、
ま
た
は
視
力
以
外

　

の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
の
も
の

　

の
う
ち
、
拡
大
鏡
な
ど
の
使
用
に

　

よ
っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
な

　

ど
の
視
覚
に
よ
る
認
識
が
不
可
能

　

ま
た
は
著
し
く
困
難
な
程
度
の
人

　

で
、
原
則
保
護
者
と
県
内
に
在
住

　

し
て
い
る
人

▼
参
加
申
込
方
法　

電
話

▼
申
込
締
切
日　

12
月
３
日
㈭

問
福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特
別
支
援

学
校
（
☎
093
―
651
―
５
４
１
９
）

▼
と
き

10
月
16
日
㈮
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
無
料

法
律
相
談
会
は
、
偶
数
月
の
第
３
金

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

　

／
定
員
15
人

▼
対
象
者

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　

を
申
し
込
み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申

　

し
込
み

▼
募
集
期
限

11
月
５
日
㈭

▼
入
所
選
考

11
月
11
日
㈬
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

　

田
川
・
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
令
和
９
年
度
施
設
内
職
業
訓
練

生
（
４
月
入
校
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
試
験
日

11
月
25
日
㈬
／
筆
記
お

　

よ
び
面
接

▼
募
集
期
間

10
月
13
日
㈫
〜
11
月

16
日
㈪

▼
募
集
科　

▽
田
川

　

校
＝
オ
フ
ィ
ス
ビ

　

ジ
ネ
ス
科
、
電
気

　

工
事
科
、
自
動
車

　

整
備
科
、
木
工
家

　

具
科
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
左
官
科　

　

▽
小
竹
校
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、

　

自
動
車
整
備
科
、
機
械
加
工
エ
ン

　

ジ
ニ
ア
科
、
建
築
科
、
デ
ザ
イ
ン

　

塗
装
科
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

※
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備

くらしに役立つ情報満載

農業委員会報告

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
10月20日㈫、11月10日㈫

●補聴器相談（役場ロビー）
10月19日㈪（13時～）、11月13日㈮（15時～）

●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
10月13日㈫、11月10日㈫

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
10月13日㈫（10時～）、10月22日㈭（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口 7,905 人（ー30人）
●男　性 3,745 人（ー13人）
●女　性 4,160 人（ー17人）
●世帯数 4,261世帯（＋11世帯）

人の動き ８月末日現在（　）は前月比

●出生　１ 人
●死亡 19 人
●転入　９ 人
●転出 21 人

警察署からのお知らせ
●10月11日～20日は全国地域安全運動期間です
　全国地域安全運動は、防犯協会などの地域安全
に関係する機関や団体と警察が連携を強化し、地
域安全活動の浸透と定着を図るものです。犯罪の
ない安全で安心して暮らせる社会を目指して地域
で防犯活動に取り組みましょう。

問 田川警察署（☎42-0110）

７月の事故発生状況 （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 16（＋６） 95
　人身事故 ２（ー２） ９
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ２（ー４） 12

納期限のお知らせ
●11月２日㈪が納期限です
　▷町県民税（３期）
　▷国民健康保険税（４期）
　▷後期高齢者医療保険料（４期）
※口座振替は10月26日㈪です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

【
９
月
10
日
㈭
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
１
件
／
面
積
１
１
８
１
㎡
を
許
可

※
総
会
の
議
事
録
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

※
11
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の
締
め
切
り
は
、

10
月
26
日
㈪
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

農
業
委
員
を
募
集
し
ま
す

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
３
２
）

　

秋
の
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
に
ト
ラ

ブ
ル
が
増
加
す
る
、
賃
貸
住
宅
の
敷

金
、
原
状
回
復
費
用
に
関
す
る
相
談

に
司
法
書
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。

▼
と
き

10
月
１
日
㈭
か
ら
30
日
㈮

　

ま
で
の
平
日
16
時
〜
18
時

▼
相
談
方
法　

電
話
（
☎
092
ー
714̶

　

０
６
１
６
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
事
務
局

（
☎
092
―
722
―
４
１
３
１
）

　

相
談
員
が
子
育
て
や
家
族
の
悩
み

な
ど
を
お
聞
き
し
、

解
決
に
向
け
て
一

緒
に
考
え
、
必
要

な
支
援
や
手
続
き

に
繋
ぐ
な
ど
の
相

談
支
援
を
行
い
ま

す
。
一
人
で
悩
ま

ず
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

10
月
15
日
㈭
10
時
30
分
〜

12
時
、
13
時
〜
14
時
30
分
／
要
事

　

前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

▼
対
象
者　

添
田
町
在
住
の
人

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
３
１
）

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

福
岡
県
ひ
と
り

親
世
帯
等
実
態
調

査
は
、
生
活
実
態

や
要
望
事
項
な
ど
の
把
握
を
目
的
に

５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
調

査
の
結
果
は
、
今
後
の
ひ
と
り
親
家

庭
等
福
祉
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め

の
資
料
と
な
り
ま
す
。
対
象
世
帯
へ

調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
回
答

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象　

無
作
為
に
抽
出
し
た
母
子

　９月25日現在
で45万4,830
円の温かいご
寄附をいただ
きました。このうち、８月27
日までにお寄せいただいた31
万9,450 円を、８月31日に日
本赤十字社へ送金しました。
募金箱は10月28日まで役場１
階ロビーに設置していますの
で、引き続きご協力をお願い
します。
問 役場総務課総務係
　 （☎82-1231）

ご協力ありがとうございます

熊本地震
災害義援金募金

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

　

賃
金
の
ト
ラ
ブ
ル
、
解
雇
、
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
職
場
の
悩
み
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
と
き

11
月
15
日
㈰
10
時
〜
18
時

　
（
受
付
17
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
来
所
面

　

談
／
予
約
優
先

※
相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
相
談
も

連
携
し
て
行
い
ま
す
。

豊
か
な
生
物
多
様
性
を

守
る
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

世
帯
３
千
750
世
帯
、
父
子
世
帯
２

　

千
世
帯
、
養
育
者
世
帯
500
世
帯

▼
調
査
日　

令
和
８
年
11
月
１
日
現

　

在
▼
調
査
期
間　

令
和
８
年
10
月
25
日

　

㈰
〜
11
月
15
日
㈰

問
福
岡
県
福
祉
こ
ど
も
政
策
部
こ
ど

も
未
来
課（
☎
092
―
643
―
３
２
５
７
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
祓
川
弘
敏
（
上

　

落
合
一
）
▽
故
藤
下
礼
子
（
野
田
）

　

▽
故
惠
良
久
枝
（
添
田
中
）
▽
手

　

島
英
敏
（
添
田
中
）
▽
故
照
瀨
智

　

幸（
町
一
）▽
故
河
野
ト
シ
子
（
町

　

四
）
▽
故
坂
本
歳
靖
（
新
城
）

　
　
　
（
令
和
８
年
９
月
14
日
現
在
）

日
曜
労
働
相
談
会

無
料
法
律
相
談
会

敷
金・原
状
回
復
費
用・建
物
明
渡

に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
会

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

無
料
巡
回
相
談
会

公
共
職
業
訓
練
生（
12
月
生
）を

募
集
し
ま
す

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練

施
設
内
訓
練
生
募
集

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校

幼
児
・
専
攻
科
生「
募
集
説
明
会
」

ひ
と
り
親
家
庭
等
実
態
調
査
を

実
施
し
ま
す

態

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

福岡県最低賃金額改定
福岡県の最低賃金が改定されました。
　▷金額　1時間1,114円 (57円引き上げ）
　▷効力発生日　令和８年10月４日
※最低賃金引き上げに伴う業務改善助
成金など各種支援策の詳細は、福岡労
働局のホームページを確認ください。
問 福岡労働局労働基準部（☎092-411-4578）
　 業務改善助成金コールセンター（☎0120-366-440）

在



試験職種、採用人数と受験資格試試

添田町大字添田 2151
番地

添添添添添添添添添添添

と受験資格

添田町大町大大田 大大田 字添田 2字添田 2田田 2田田田字添田田 2田田田田田田 151番番番地地地地

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
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ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

◉火災に関する情報は☎ 42-0119で確認ください。
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▶第１次試験　11月21日㈯
▶第２次試験　12月12日㈯、13日㈰
※第１次試験合格者に別途お知らせします。

▶添田町役場　  
　田川郡添田町大字添田2151番地

▶第１次試験　▷職務基礎能力試験
　　　　　　　▷事務適性検査
▶第２次試験　▷口述試験

▶給与　▷大卒232,000円　
　　　　▷高卒200,300円
※学歴・職務経験などにより加算措置あり。

▶諸手当　▷通勤手当　▷住居手当　
　▷扶養手当　▷期末・勤勉手当
　▷地域手当　など

問 役場総務課総務係（☎82-1231）
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添田町職員
 採用試験

試験区分 採用予定
人数 職務内容 受験資格

※区分ごとにすべての要件を満たすこと

一般事務Ａ ２人程度 一般行政事務 ▶平成４年４月２日から平成21年４月１日まで
　に生まれた人

一般事務Ｃ
（学芸員）

２人

１人

一般行政事務及び
保健師業務

一般行政事務及び
埋蔵文化財の発掘
調査などに関する
業務

▶昭和62年４月２日以降に生まれた人
▶保健師の資格を有する人（取得見込み含む）

▶昭和62年４月２日以降に生まれた人
▶大学または大学院で考古学もしくは文化財学
　の埋蔵文化財に関する専門課程を卒業・修了
　した人（卒業・修了見込み含む）
▶博物館法に規定する学芸員の資格を有する人
　（取得見込み含む）
▶発掘調査（大学等での実習も含む）の経験を
　有する人

一般事務Ｂ
（保健師）
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▶第１次試験 11月21日㈯▶
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試験会場　

添田町公式ホームページ
で確認ください
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申込手続き

▶第１次試験 ▷職務基礎能力▶

試験内容

▶給与 ▷大卒232 000円

勤務条件　

申込期限　

　令和８年11月６日（金）

私たちの挑戦が

そえだの未来を
創る
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